2025年10月4日　
キャンドルパートのメッセージ一覧
場所：増上寺境内

●ピースウィンズ
ガザ障害者ユニオン代表のアイマンさんからのメッセージ
月曜日、私は心が張り裂ける思いで、ガザの自宅を後にしなければなりませんでした。
全てを後に残す痛みは言葉では言い表せません。現在、中部地区のアル・ブレイジ難民キャンプにある、まだ建設中の第二の家で避難生活を送っています。
これは、私がこれまで下した最も辛い決断の一つでした。あらゆる家、あらゆる思い出が壊されました。私たちの近所が残酷に破壊されるのを目の当たりにし、私は打ちのめされました。私にどれだけの力が残っているのか、想像もつきません。
「ここの現実は言葉で説明するにはあまりにも難しく、100語、いや1,000語でまとめるにはあまりにも複雑です」。ガザでは、私が支援する障害者たちが、医薬品も食料も、そして最低限の日用品さえも手に入らない状態で閉じ込められています。中には家を出られない人もおり、子どもたちは絶え間ない爆撃の中、家族が水と安全を求めて動き回っているのを、無力なまま見ています。それでも彼らは平和を夢見ています。日本の皆さんの声こそが、この沈黙を破ることができるのです。私たちと共に立ち上がり、停戦を求め、この苦しみを終わらせる力となります。人類は戦争よりも強く、そしていかなる命も、特に最も弱い立場にある命も、決して見捨てられてはならないことを、世界に示してください。

●パルシック
①ヨルダン川西岸地区、ラマッラのスタッフからのメッセージ
ガザでは、飢餓が宣言され、子どもたちは栄養失調に苦しんでいます。百万人を超えるパレスチナ人が避難を強いられていますが、安全な場所はなく、移動に必要な費用さえ払えない人々もいます。私たちはすでに6万5千人以上を失いました。西岸に暮らす私たちは、ガザの仲間に対して、まずは申し訳なさを感じています。
西岸の状況も決して良くはありません。しかし、ガザに比べると安全ですし、目の前に飢餓が迫っているわけではありません。多くのパレスチナ人が声を上げようとしました。
でも今では、何もできない状況に追い込まれています。逮捕され、家を破壊される恐れがあるからです。2年もの間、眠れぬ夜を過ごすガザの仲間を思うと、無力さを痛感します。
そして、希望を失いそうになります。西岸でも、これから何が起こるかわかりません。
ガザのようになるかもしれません。そうなっても、ガザがそうであるように、西岸も世界から置き去りにされ、だれも助けてくれないだろうという絶望を感じています。それでも今行動しなければ。沈黙を続ければ、さらに多くの命が失われることは確かです。
②ガザ市出身、戦争中に二人の娘が生まれたガザ現地スタッフからのメッセージ
2023年10月以降、私たちが絶え間ない爆撃に苦しんでいることは、皆さんもご存じだと思います。殺戮と破壊、そして飢餓の中で、これまでに十回以上も避難を強いられました。そのたびに家も夢も奪われ、死と隣り合わせで生きています。2週間前、私は再びガザ市の自宅を離れ、中部のデイル・アルバラに避難しました。今年1月にやっと戻れた家から、また離れることになったのです。その時は本当に打ちひしがれました。今も、自宅が完全に破壊され、もう二度と戻れないのではないかと思うと胸が痛みます。
いま私たちは最低限の生活もままならないテントに住み、家から遠く離れた場所で、終わりのない不安の日々を過ごしています。食べ物も十分になく、テントには電気もありません。避難とは、ただ場所を移ることではありません。戦争前の美しい思い出をも失うことなのです。どうか、私たちの声を聞いてください。この痛みを感じ、私たちが数字ではないと知ってほしいのです。苦しみと打ち砕かれた希望の中で生きていますが、私たちも皆さんと同じ人間です。そして今も、罪のないガザの人びとに寄り添い、助けてくださるすべての方々に、心から感謝しています。

●日本国際ボランティアセンター
①ガザで暮らす、アマーニさんの状況について
住む家の隣の建物に退避命令がでて、空爆の衝撃を恐れて逃げました。しかし空爆にあったのは彼女の家でした。何も持っていくことはできませんでした。子どもたちに靴を履かせる時間もなく、着の身着のまま家を出て、避難をしました。今は一時的に避難先に身を寄せていますが、お金も身分証も洋服も、何も持っていません。精神的にもとても苦しんでいます。空爆にあうまえはまだ小さな希望を持っていましたが、それも打ち砕かれてしまいました。彼女は国際社会に訴えます。子どもたちに洋服や食料を届けてください。どんな形でも構いません。幼い娘には食べ物とミルクが必要です。私たちには、支えてくれる人が必要です。少なくとも子どもたちのために、皆さんが私たちとともに立ち、助けてくれることを望んでいます。
②ガザの現地スタッフからのメッセージ
すべてが根本的に変わってしまいました。ガザでの生活がどんなものになってしまったのかを表現する言葉が見つかりません。私が今、考えているのは、生き残ることだけです。
こんなに絶え間なく恐怖を感じることになるとは想像もしていませんでした。不安と恐怖で胃が締め付けられ、一瞬一瞬、命の危険を感じています。食べ物については、話すことさえ恥ずかしく感じます。今は、食べ物がほとんどありません。想像してみてください。空腹を紛らわすためだけに食べても、満腹にならない感覚を。体重は16キロ近く減りました。 毎日、病気にならないように祈っています。薬も医療もありません。
そして、一番恐れていることは、行き場もなく家を追われることです。私はずっと、「まだどこかに希望がある 」と同僚に伝えました。しかし今、悪夢は再び訪れ、より凶悪に、より壊滅的になりました。平和が近いと信じていた自分が恥ずかしく思いました。今、感じていることを表現するには言葉が足りません。でも、私たちが緊急に、切実に平和を必要としていることは確かです。私は誰のバックグラウンドも、人種も、文化も、性格も、ジェンダーアイデンティティも気にしません。ただ平穏に暮らしたいだけです。私は人間です。人間として生きたいのです。

●国境なき医師団
ガザ北部に暮らす女性、ハナンさんからのメッセージ
あの日、爆弾が落ちて娘は巻き込まれました。私は次の爆撃も構わず、炎の中を走りました。そこに娘がいるから。でも娘は、助かりませんでした。
生きている実感はもうありません。娘が殺された日に、私の人生は終わったのです
ほんの一言話すことさえつらいです。もう何もしたくない。ただ、娘の思い出と一緒にいたい。それだけです。世界中がこの状況を知っているはずです。皆さんはこんな現実に耐えられますか。

●YWCA
ガザで暮らすハニンさんからのメッセージ
こうやって話している間にも、私のスマホには近隣の建物が破壊されようとしている通知が入っています。今にも、自分のいる建物が破壊される通知が来るかもしれません。絶望的な状態ですが、私たちは揺らいではなりません。スムード、忍耐というこの強い意志は、私たちを取り巻く恐ろしい状況にかかわらず、何もないところから何かを作り出し、生きることを愛するということです。
ガザの子どもたちは安全というものが何かも知りません。シェルターに入ってもそこが爆撃されてまた避難することになります。家を失うことは、安全という概念を失うことです。私があきらめない動機は、専門家として、子どもたちにとっての安全・安心という感覚をほんの少しでも与えることです。私の声をあなたがたが聞き、私の声が届いているということが私にとっての希望であり、動き続ける力の源です。

●パレスチナ子どものキャンペーン
①支援を受けに来た母親ホダ・オマルさんからのメッセージ
4人の子どもたちの母親です。私は夫を亡くしたため収入もありません。ガザ北部の海沿いにいましたが、激しい爆撃と銃撃から逃れて、中部のブレイジ難民キャンプへ避難しました。しかし、そこには飲み水も食料もテントもありませんでした。誰か入れてくれないかと、テントからテントをたずねて回りましたが、私たちを入れてくれる人が見つからず、路上にとどまるしかありませんでした。トタン板と毛布を使って覆いをつくり、避難生活を送っています。最も大きな困難は水です。ここでは飲み水が手に入らないのです。水を手に入れるために、私の息子がとても遠くまで歩いていかなければなりません。
②ガザ、現地スタッフからのメッセージ
今日、ガザの誰もが絶望的な2つの選択肢の間に立たされています。ひとつは、皆で一緒にいて死を迎え、誰も残されることなく共に最期を迎えるという選択。もうひとつは、家族の一部でも生き延びることを願って、別々の場所へと散らばること。家族として一緒にいるべきか、それとも、誰かが生き延びる可能性に賭けて別々に行動すべきか。無差別な攻撃と、人命を軽視するイスラエル軍の行動のもと、愛する人と、墓や儀式もないまま永遠の別れを迎えなくてはならないという現実。戦争の勃発以来、ガザのパレスチナ人家族は毎日、耐えがたいジレンマに直面し、多くが心を引き裂かれるような決断を迫られています。単なる人道的危機ではなく、世界がほとんど沈黙を保つ中で進行している、道徳的な大惨事なのです。

●YMCA
ガザYMCA理事のエリアス・アル・ジェイダさんからのメッセージ
ガザYMCAは、攻撃開始直後に建物を失いましたが、キリスト教会を拠点とした支援活動を続けてきました。穏やかな日には、支援活動を行っていますが、穏やかな日は稀です。ほぼ毎日、空爆があり、負傷者で溢れています。病院に行っても何もありません。薬もなく、治療も受けられません。医師でさえ殺されています。路上にはゴミが山積みになり、病気や汚染が深刻化しています。飢餓は噂ではなく、現実なのです。

●セーブ・ザ・チルドレン
セーブ・ザ・チルドレン・インターナショナル事務局長のインゲル・アッシンが国連安全保障理事会で発表した声明の一部
子どもにとって栄養不良と飢餓が具体的に何を意味するのかを簡単に説明します。食事が1日とれなければ、子どもは変化し始めます ― 活力や集中力を失い、苛立ちます。数日食事をとらなければ、彼らの体は生き残るために自らの脂肪を消費し始め、食欲を失い、集中力を失います。2週間経つと、その過程は加速し、彼らの小さな体は急速に衰弱します。心臓・肝臓・腎臓の機能が弱まり、免疫システムも崩壊して感染症が容易に広がり下痢、肺炎、敗血症にかかりやすくなります。この段階になると脂肪は残っていないため、体は筋肉や臓器そのものをゆっくりと、苦痛を伴いながら消費していきます。
腹部は膨れ、皮膚は脆くなります。3週間を迎える頃、飢餓は最終的で壊滅的な段階に至ります。子どもの目には潰瘍ができ失明し、髪が抜け落ち、臓器は停止します。動くことも、声を出すことも、泣くこともできず、最後に息を引き取ります。
一度こうした状況になると緊急の栄養支援や医療を受けた子どもでさえ、発育不良のまま成長することが多くなります。発育不良の子どもは、生涯にわたって、認知発達の遅れ、免疫力の低下、慢性疾患のリスクが高まる可能性があります。栄養不良の母親から生まれた子どももまた、生涯にわたり小柄なままである可能性が高いのです。飢饉の影響の多くは取り返しがつきません。死と喪失、肉体的・精神的な被害は、生涯、さらには何世代にもわたって続きます。飢えは子どもの体に刻み込まれています。ガザでは、ただ生き延びられるかどうかすら不確かだということを、常に突き付けられています。この約2年間、国際社会はパレスチナの子どもたちを守ることができませんでした。皆さんが行動を起こさない限り、ガザの子ども世代に保証される運命は飢餓によって命を落とす以外ありません。引き続き子どもたちのためのアクションをお願いいたします。

●ピースボート
吉岡代表からのメッセージ
昨日、長年の友人であるパレスチナ人のNGO活動家から悲しい知らせがありました。同僚の女性がイスラエル軍の攻撃で殺されたとのことでした。６歳になる息子が残されたそうです。言うまでもなく、ガザでは、このような悲劇が毎日毎日、繰り返されています。残忍で耐え難い日常です。私たちには想像を絶する日常です。では、ガザで起こっていることに対して私たちに何ができるのか？人道支援物資を届けることさえイスラエル軍によって阻止されている現状おいて何ができるのか？
まさに、その答えが今日の集いだと思います。私たちの行動こそが、この許し難い戦争犯罪を止めることができる。私たちの行動こそが、ガザの人々に希望を届けることができる。私はそう信じます。私たちは微力かもしれない。しかし決して無力ではありません。世界中の市民が今、ガザの人々を応援しています！私たちは私たちの責任で日本政府を動かし、即時停戦と人道支援の即時再開、そしてパレスチナの国家承認を1日も早く実現すべく行動しましょう！
